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議
員　

県
北
山
間
地
域
へ
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
を
図
る
特
区

の
設
定
も
含
め
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

図
っ
て
い
く
の
か
。

知
事　

県
で
は
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ

ラ
ン
を
策
定
中
で
あ
り
、
年
度
内
に
と

り
ま
と
め
る
計
画
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
目
標
を
定
め
、
導
入
促
進

を
図
っ
て
い
く
。
特
区
設
定
は
必
要
性

な
ど
を
検
討
し
、
地
元
の
意
気
込
み
な

ど
を
伺
い
な
が
ら
地
元
市
町
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

 

命
の
大
切
さ
の
教
育

議
員　

自
分
た
ち
で
命
を
救
う
精
神
が

重
要
で
あ
る
。
県
民
誰
も
が
心
肺
蘇
生

法
を
習
得
し
、
非
常
時
に
行
動
す
る
勇

気
を
養
う
た
め
に
は
、
命
の
大
切
さ
を

教
育
現
場
で
教
え
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

教
育
長　

運
動
会
や
遠
足
前
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
含
む
心
肺
蘇
生
法
講
習
会
を
開
く
な

ど
、
ま
ず
は
身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら

取
り
組
み
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
、

い
ざ
と
い
う
時
に
、
適
切
に
行
動
で
き

る
実
践
力
を
育
成
し
、
命
を
大
切
に
す

る
教
育
の
充
実
を
図
る
。

議
員　

県
北
山
間
地
域
の
高
規
格
道
路

の
整
備
に
つ
い
て
、
県
と
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
、
夢
を
持
ち
計
画
し
て
い
く

の
か
。

土
木
部
長　

高
規
格
道
路
の
実
現
に
向

け
必
要
な
調
査
を
進
め
、
早
期
に
整
備

効
果
が
発
現
で
き
る
区
間
か
ら
整
備
を

行
い
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
圏
域
※
の
産
業
の
活
性

化
や
広
域
的
な
周
遊
観
光
の
実
現
、
広

域
的
な
交
流
な
ど
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
構
想
※
の

推
進
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
宮
の
郷
工
業
団
地
を
核
と

し
た
森
林
資
源
の
有
効
活
用
、
絆
を
は

ぐ
く
む
教
育
環
境
整
備
な
ど
も
質
問
）

 

茨
城
空
港
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

議
員　

大
手
航
空
会
社
と
違
い
格
安
航

空
会
社
で
は
、
欠
航
に
よ
る
代
替
便
や

ホ
テ
ル
の
手
配
な
ど
が
大
変
で
あ
る
た

め
、
ハ
ウ
ツ
ー
本
の
作
成
な
ど
、
茨
城

空
港
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者

へ
提
供
す
べ
き
。

企
画
部
長　

茨
城
空
港
の
利
用
者
が
安

心
し
て
旅
行
で
き
る
よ
う
、
便
の
変
更

や
払
い
戻
し
、
宿
泊
先
の
手
配
方
法
な

ど
よ
り
分
か
り
易
い
情
報
提
供
や
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を
活
用
し
た
情

報
発
信
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
及
び
リ

ピ
ー
タ
ー
の
確

保
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
反
射

材
の
普
及
、
茨

城
の
治
安
維
持

対
策
な
ど
も
質

問
）

 
未
来
産
業
革
命
と
茨
城
の
潜
在
力

議
員　

社
会
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
展
し
、
国
際
競
争
が
激
化
す
る
中
、

日
本
を
け
ん
引
す
る
未
来
産
業
の
分
野

で
、
本
県
の
潜
在
力
で
あ
る
科
学
技
術

の
集
積
を
活
か
し
、
ど
の
よ
う
に
県
内

産
業
の
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

知
事　

研
究
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境

づ
く
り
と
と
も
に
、
企
業
が
成
長
分
野

へ
参
入
で
き
る
よ
う
「
い
ば
ら
き
成
長

産
業
振
興
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
研

究
機
関
な
ど
と
の
共
同
研
究
を
進
め
て

い
る
。
今
後
も
、
特
区
制
度
の
活
用
な

ど
に
よ
り
、未
来
産
業
の
育
成
に
努
め
る
。

 

ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
問
題
・
廃
炉
の
決
断

議
員　

東
海
第
二
発
電
所
の
ス
ト
レ
ス

テ
ス
ト
は
、
再
稼
働
を
前
提
と
し
て
お

り
、
抗
議
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
原

発
か
ら
の
撤
退
を
求
め
る
県
民
世
論
は

明
白
で
あ
り
、
国
に
廃
炉
を
表
明
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

知
事　

ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
は
、
あ
く
ま

で
事
務
的
に
報
告
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。

廃
炉
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
原
子
力
規

制
委
員
会
の
動
向
や
専
門
家
の
意
見
な

ど
を
踏
ま
え
、
県
議
会
や
地
元
自
治
体

と
十
分
協
議
し
、
方
針
を
決
定
し
た
い
。

 

城
里
町
の
日
本
一
の
米
の
Ｐ
Ｒ

議
員　
「
お
米
日
本
一
コ
ン
テ
ス
ト
」

で
城
里
町
の
生
産
者
が
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。
県
内
生
産
者
の
意
欲
向
上
に

も
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
り
、
県
は
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
。

農
林
水
産
部
長　

県
テ
レ
ビ
広
報
に
よ

る
情
報
発
信
、
イ
ベ
ン
ト
や
オ
ー
プ
ン

予
定
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
の
Ｐ
Ｒ
、

見
本
市
へ
の
出
展
な
ど
を
通
じ
国
内
外

に
広
く
紹
介
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
有
財
産
を
活
用
し
た
税

外
収
入
の
確

保
、
安
全
な

生
活
の
た
め

の
道
路
整
備

な
ど
も
質

問
）

 

少
人
数
学
級
の
拡
充

議
員　

少
人
数
学
級
は
、
児
童
生
徒
の

問
題
の
把
握
や
指
導
が
適
切
に
で
き
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
全
学
年
で

実
現
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
は
。

教
育
長　

本
県
独
自
の
少
人
数
学
級
を

小
学
一
年
生
か
ら
四
年
生
及
び
中
学
一

年
生
で
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
法
改
正

に
よ
り
、
今
年
度
か
ら
定
数
の
範
囲
内

で
他
学
年
に
お
い
て
も
可
能
と
な
り
、

十
二
市
町
村
二
十
一
校
で
実
施
し
て
い

る
。
今
後
と
も
国
や
市
町
村
の
動
向
を

踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、

国
民
健
康
保

険
の
改
善
、

最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
な

ど
も
質
問
）

 

狩野　岳也 議員
いばらき自民党 
かすみがうら市選出

一括方式

大内　久美子 議員
日 本 共 産 党
水 戸 市 選 出
一括方式

石井　邦一 議員
いばらき自民党
常陸太田市選出 
分割方式

特
区
の
創
設
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
促
進

川津　隆 議員
いばらき自民党
水 戸 市 選 出   
一括方式

Ｆ
Ｉ
Ｔ
圏
域
に
お
け
る

高
規
格
道
路
の
整
備

※【FIT構想】・【FIT圏域】…福島（F）・茨城（I）・栃木（T）の3県の県際地域（那須岳・八溝山を中心とする地域）が、これまで培ってきた交流・連携をもとに広域交流圏としてのさらなる発展 
を目指す構想。13市17町7村が対象で、本県は県北地域の7市町（日立市、常陸太田市、高萩市、北茨城市、常陸大宮市、城里町、大子町）が対象。

ことば

　

七
月
三
十
一
日
の
第
五
回
茨
城
県
議
会
基
本
条
例
検
討
委
員

会（
山
岡
恒
夫
委
員
長
）で
は
、
議
会
基
本
条
例（
仮
称
）の
骨
子

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
三
日
の
第
六
回
と
九
月
十
九
日
の
第
七
回
の
検
討

委
員
会
は
、
条
例
骨
子
に
つ
い
て
県
民
か
ら
意
見
を
聞
く
会
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。
第
六
回
で
は
、
県
内
団
体
か
ら
仁
平
二

郎
氏（
県
自
治
会
連
合
会
）、
飯
泉
智
弥
氏（
県
青
年
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
）、
原
範
子
氏（
県
女
性
農
業
士
会
）、
髙
島
和
子
氏

（（
社
）県
法
人
会
連
合
会
女
性
部
会
連
絡
協
議
会
）、
植
木
伸
輔

氏（
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
）、
平
塚
修
氏（
県
森
林
組

合
連
合
会
）、
梶
修
明
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ン
パ
ク
ト
）、
鷲
田

美
加
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ま
と
ー
ん
）の
計
八
人
の
方
か
ら
意
見

を
聞
き
委
員
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
七
回
で
は
、
各
会
派
か
ら
推
薦
さ
れ
た
井
戸
英
二
氏
、
日

下
部
好
美
氏
、
龍
田
浩
行
氏
、
飛
田
啓
一
氏
、
布
施
洋
一
氏
、

綿
引
悦
朗
氏
の
計
六
名
か
ら
意
見
を
聞
き
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、「
日
頃
の

活
動
を
分
か
り
や
す
く
県
民
に

説
明
し
た
り
意
見
交
換
を
す
る

機
会
を
設
け
て
ほ
し
い
」、「
幅

広
く
県
民
の
意
見
を
集
約
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
ほ

し
い
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

県
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
意
見
は
、
今
後
条
例
案
を
作

成
す
る
に
あ
た
り
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

前
号
の「
県
議
会
だ
よ
り
」に
よ
る
意
見
募
集
の
結
果

　

五
人
の
方
か
ら
十
四
件
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
、
県
議
会
に
対
し「
本
県
独
自
の
政
策
課
題
へ
の
取
り

組
み
」や「
県
民
の
関
心
を
深
め
る
た
め
の
活
発
な
議
論
の
展

開
」な
ど
を
、
ま
た
、
議
員
に
対
し「
積
極
的
な
政
策
立
案
」や「
活

動
報
告
の
充
実
」な
ど
を
求
め
る
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
議
会
基
本
条
例
検
討
委
員
会
を
開
催
し

県
民
の
意
見
を
聞
く
会
を
実
施

AEDによる心肺蘇生法の訓練

東海第二発電所（東海村）

小水力発電の水車（那須野ヶ原
用水ウオーターパーク内）

おいしい米づくりに取り組む城里町
「ななかいの里生産研究部会」の皆さん

出席者からの率直な意見に聞き入る委員

一般質問（要旨）


